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中高年者の健康生活習慣の性差について

―茨城県里美村における調査研究―

斉藤 具子 櫻木 智江 上地 勝

高橋 秀人 加納 克己

目的　中高年者の生活習慣の構造を明らかにし，その性差を検討することを目的とした。

方法　対象者は，茨城県里美村（人口約4,500）在住の無作為に抽出された40歳以上の中高年者400人であ

る。郵送法を用いて，自記式質問紙調査を平成6年1月に実施し，有効回答割合は85.3％（男性155人，

女性186人）であった。調査項目は，基本属性（年齢，性），既往歴，生活習慣項目など合計99で，こ

のうち生活習慣に関する84項目を用いた。解析は，第一に，各項目別，年齢階級別に性差をχ2検定を

用いて検討した。第二に，因子分析により固有値1.0以上の3因子を求め，各因子の示す性質を検討し

た。求められた3因子を性別に2次元および3次元で表現し，第1-第3因子の各成分独自の性差をウ

ィルコクソン順位和検定により，また第1-第3因子全体の平均ベクトルとしての性差をウイルクスの

ラムダ検定を用いて検討した。

結果　食事の内容やがんの予防，喫煙，飲酒，歯の衛生，がん検診の受診などの項目で，女性の方が健康に

よい行動をとっている人の割合が有意に高く（p＜0.05），性差があった。因子分析では固有値が1.0以

上の3つの因子を抽出した。第3因子までの累積寄与率は49.7％であった。第1因子では，食事時間，

食事内容，運動，睡眠，休養などの項目で負荷が高く，健康増進行動因子と考えられた。第2因子は癌

の予防，社会活動，歯・清潔，保健活動で高く，保健予防因子と考えられた。第3因子は嗜好品，喫

煙，飲酒の項目で負荷が高く健康リスクからの回避因子と考えられた。ウィルコクソンの順位和検定で

は，第1因子においては性差は認められなかったが（p＝0.8647），第2因子，第3因子においてそれぞ

れ性差が認められた（p＝0,0003, p＝0,0001）。平均ベクトルの差の検定（ウイルクスのラムダ検定）に

おいては，有意に性差が認められた（p＝0.0001）。総合化された生活習慣構造において性差があるこど

が示唆された。
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